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「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
」
は
、「
自

分
ご
と
で
創
る
未
来
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）

が
手
掛
け
る
研
究
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
垣
根

を
取
り
払
い
、
地
域
の
皆
で
地
域
の
未
来

を
創
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
全
体
像

は
図
1
の
通
り
。
そ
の
う
ち
、
今
回
は
「
変

革
リ
ー
ダ
ー
育
成
」
に
あ
た
る
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
は
い
ず
れ
も
次
の
3
点

を
重
視
し
て
い
る
。

①
「
生
命
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」

　

地
域
文
化
は
、
分
析
・
管
理
な
ど
の
「
機

械
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
は
決
し
て
良
く

な
ら
な
い
。
地
域
を
複
雑
な
「
生
命
体
」

と
捉
え
、
そ
の
本
来
の
生
命
力
を
育
て
、

創
発
を
促
す
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
。

②
「
伴
走
→
自
走
モ
デ
ル
」

　

外
部
の
人
が
答
え
を
出
す
「
先
生
モ
デ

ル
」
で
は
な
く
、
地
域
の
人
々
が
答
え
を

自
ら
見
つ
け
る
力
を
養
う
支
援
を
す
る
。

③
「
土
づ
く
り
」

　

い
き
な
り
「
実
づ
く
り
」
で
は
な
く
、

関
係
性
・
チ
ー
ム
・
文
化
創
り
な
ど
の
丁

寧
な
「
土
づ
く
り
」
が
ま
ず
欠
か
せ
な
い
。

　

変
革
リ
ー
ダ
ー
育
成
が
目
的
の
「
第
1

回・次
世
代
経
営
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
表

1
）
は
、
観
光
庁
主
体
で
実
施
し
、
Ｊ
Ｒ

Ｃ
と
株
式
会
社
ヒ
ュ
ー
マ
ン
バ
リ
ュ
ー
が

プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
か
ら
実
施
ま
で
を
担
当
。

山
形
大
学
の
共
催
の
下
、
研
修
は
山
形
大

学
と
山
形
県
の
旅
館・滝
の
湯
で
開
催
し
た
。

　

受
講
生
は
少
数
精
鋭
の
16
名
。
佐
賀
、

愛
媛
、
高
知
、
兵
庫
、
静
岡
、
千
葉
、
福
島
、

宮
城
、
山
形
、
新
潟
、
長
野
の
各
県
か
ら

意
欲
の
高
い
旅
館
・
ホ
テ
ル
経
営
者
・
後

継
者
が
集
ま
っ
た
。
全
旅
連
青
年
部
長
と

次
期
部
長
、
熱
海
観
光
協
会
長
、
旅
館
甲

子
園
優
勝
者
な
ど
、
多
彩
な
顔
ぶ
れ
だ
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
番
の
目
的
は
、

「
自
ら
変
化
を
起
こ
せ
る
経
営
者
を
育
成

す
る
」
こ
と
に
あ
る
。
研
修
で
学
ぶ
だ
け

で
な
く
、
そ
の
学
び
を
活
か
し
、
自
ら
さ

経
営
に
悩
む
旅
館
・
ホ
テ
ル
は
多
い
が
、
経
営
者
の
意
志
と
力
量
次
第
で
改
革
は
可
能
だ
。

自
分
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
経
営
改
革
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
も
良
い
影
響
を
与
え
ら
れ
る

「
変
革
リ
ー
ダ
ー
」
を
生
み
出
す
た
め
に
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
が
創
っ
た
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
す
る
。

全
国
16
人
の
経
営
者
た
ち
が
集
い

自
ら
探
究
す
る
実
践
型
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
を
変
え
る

「
次
世
代
経
営
者
」に

な
る
方
法

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
1
つ
、

「
変
革
リ
ー
ダ
ー
育
成
」

「
自
ら
変
化
を
起
こ
せ
る
経
営
者
」

を
育
て
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

※このプログラムは、観光庁「産学官を通じた観光分野の人材育成に関する業務（H24）」である。なお、　本報告内容に
　述べられている見解は、じゃらんリサーチセンター研究員の責任で発表するものであり、観光庁の見解を示すものではない。
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域
イ
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ー
シ
ョ
ン
研
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ま
ざ
ま
に
工
夫
し
て
、
自
ら
の
旅
館
・
ホ

テ
ル
の
変
革
、
そ
し
て
周
辺
地
域
の
変
革

を
実
践
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
と
こ
ろ
ま

で
含
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
参
加
者
が
行
う
こ

と
は
、
図
2
の
通
り
で
あ
る
。

　

全
4
回
の
集
合
研
修
で
は
、
ま
ず
自
分

の
想
い
を
再
確
認
し
て
自
己
の
あ
り
た
い

姿
を
考
え
、
自
ら
の
「
意
志
」
を
固
め
る
。

同
時
に
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
核
と
な
る
強
み

を
見
直
し
、旅
館
・
ホ
テ
ル
の「
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
決
定
。
ま
た
財
務
面
を
中
心
に
、
経
営

者
に
必
要
な
知
識
を
総
合
的
に
学
び
、
そ

れ
を
基
に
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
役
立
つ
「
経

営
計
画
」
を
つ
く
り
こ
ん
で
い
く
。

　

一
方
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
研
修

と
研
修
の
間
の
日
常
業
務
も
ま
た
、「
実
践

研
修
の
期
間
」
と
考
え
る
。
研
修
で
の
学

び
を
現
場
で
日
々
実
践
し
、
試
行
錯
誤
す

る
こ
と
で
、
自
ら
考
え
た
施
策
の
良
し
悪

し
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
学
び

や
気
付
き
を
得
る
の
だ
。

　

こ
の
集
合
研
修
と
実
践
研
修
の
繰
り
返

し
で
、
実
践
的
な
経
営
力
を
磨
い
て
い
く

の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
実
践
学
習
）」
と
い
う
。
次

世
代
経
営
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
き
な

特
徴
の
1
つ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
学
び
の
構
造
を
つ
く
る
時

に
重
視
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
法
的
な
特

徴
は
、
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
ほ

か
に
も
大
き
く
2
つ
あ
る
（
表
2
）。

　

1
つ
は
、
チ
ー
ム
で
の
ダ
イ
ア
ロ
グ
（
対

話
）
を
重
視
し
た
こ
と
で
あ
る
。
全
国
か

ら
集
ま
る
受
講
生
同
士
が
対
話
す
る
場
を

増
や
し
、
実
践
研
修
で
の
全
員
の
成
果
や

気
づ
き
を
共
有
。
ま
た
、
関
心
あ
る
分
野

を
共
に
探
究
す
る
こ
と
で
、
互
い
に
刺
激

し
合
い
、
高
め
合
う
「
同
志
」
に
な
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
た
。

　

も
う
1
つ
は
自
己
課
題
持
ち
込
み
型
の

研
修
で
あ
る
こ
と
だ
。
研
修
だ
か
ら
と
い

っ
て
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
扱
う
の
で
は
な
く
、

自
分
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
課
題
を
直
接
持

ち
込
み
、
そ
の
解
決
策
を
考
え
て
い
く
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
参
加
者
の
本
気
度
が

上
が
り
、
学
び
の
根
づ
き
が
よ
り
深
く
な

る
。
ま
た
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
、
実
際

の
旅
館
の
財
務
情
報
を
基
に
し
た
講
義
や
、

自
身
の
財
務
諸
表
を
持
ち
込
み
専
門
家
か

ら
個
別
指
導
を
受
け
る
場
な
ど
、
具
体
的

な
経
営
・
財
務
ノ
ウ
ハ
ウ
を
多
様
に
提
供

し
て
い
る
。

自
社
の
課
題
を
持
ち
込
む
こ
と
で
、

学
ん
だ
こ
と
が
よ
く
根
づ
く

現
場
で
の
日
常
業
務
を
、

「
実
践
研
修
」
と
考
え
る

表2 プログラムの特徴

❶アクション・ラーニング（実践学習）
現場での業務もまた実践研修の場と考えて、
日々 の業務の中から新たな学びや気づきを得
ていく。

❷チームでのダイアログ（対話）
全国の次世代経営者たちが互いの学びや成
果を共有しながら、関心ある分野をともに探
究する。

❸自己課題持ち込み型
自社や自分が現在抱える具体的な課題を持ち
込み、プログラム内でその解決策を考えていく。

表1 プログラム概要

第1回 次世代経営者育成プログラム
□期間／2012年10月～2013年3月（2

～3日間×4回の集合研修＋日々の
実践研修）

□場所／山形大学と旅館・滝の湯
□参加者／変革意欲の高い全国
　旅館・ホテル経営者・後継者16名
□事業主体／観光庁
□事業実施／株式会社リクルートライ

フスタイル じゃらんリサーチセンター
□協力／株式会社ヒューマンバリュー
□共催／山形大学

図2 プログラムで参加者が行うこと

集合研修

実践研修

❹実践による試行錯誤を行う
研修で得たビジョンと意志、総合的知識、経営計
画を基に、自らの旅館・ホテルと周辺地域で、実際
に変革案を実行してみる。そこで得た経験を研修に
フィードバックして、また新たな学びを得る。

第２フェーズ
未来創造・実践・仕組み化

第０フェーズ
現状把握

第１フェーズ
地域の変革組織づくり

仕組みづくり場づくり人づくり

“元気な”地域に必要な要素を構
造化したフレームで地域の強み・
課題を可視化
地域力診断
地域内組織の壁を越え、課題の
共通認識醸成と
協調的アクションを促す
地域力開発セッション

次世代経営者育成事業を
自主運営できる仕組み化

事業を産み、収益・雇用を産む地域の成果に結び
つける
地域からの新事業創出サポート

巻き込み続けられる、地域の創発を創り続けられる
地域力をつける
全国地域横断の

「ラーニング・コミュニティ・ネットワーク」

イノベーション
を起こせる
変革リーダー
育成

“イベント屋”でなく、地域をシス
テムで捉え地域を巻き込むコーディ
ネーターに
行政の変革コアチーム創り

多様なステークホルダーとともに枠
を超えて、志を高め合う

「地域未来を創発する
文化創り」研究

土壌づくり
・

種まき

土壌調査
・

計画

実を育成
・

収穫

第一弾　
とーりまかし28号、
研究年鑑2013を参照

第三弾
とーりまかし
33号を参照

第二弾　
とーりまかし
32号を参照

図1  「地域イノベーション研究」全体像

第四弾・今回
「次世代経営者」の
つくり方

❸魂の入った経営計画書をつくる
研修で学んだ知識を活かして、ビジョン実現に役立
つ実践的な経営計画を立てる。

❷経営者に必要な
　知識を総合的に
　身につける
マネジメント、人材管
理・組織論、財務会計、
マーケティングなど、
経営者に必要とされる
実践的知識を総合的
に身につける。

❶ビジョンと意志を
　明確にする
自分の想いを明確にし
て事業ビジョンをつく
り、その実現に向けた
意志と覚悟を固める。
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次
世
代
経
営
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、「
①
自
己
／
チ
ー
ム
で
の
探
究
」

「
②
現
場
業
務
で
の
実
践
」「
③
実
践
の
成
果
と
学
び
を
共
有
」の
３
段
階
を
1
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

４
ス
テ
ッ
プ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
計
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
各
ス
テ
ッ
プ
を
紹
介
す
る︵
図
3
︶。

「
探
究
↓
実
践
↓
共
有
」の
３
段
階
で

「
自
ら
変
化
を
起
こ
す
力
」を
鍛
え
る
仕
組
み
を
用
意

地域を変える
「次世代経営者」に

なる方法

　

最
初
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
集
合
研
修
で

ま
ず
自
己
の
意
志
と
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
シ
ナ

リ
オ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
学
ん
だ
上
で
自
ら

シ
ナ
リ
オ
を
書
き
現
場
で
実
践
し
て
、
成

果
を
共
有
し
た
。

◎
自
己
の
想
い
・
あ
り
た
い
姿
の
探
究

　

最
初
に
２
人
１
組
の
「
ペ
ア
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
」
で
お
互
い
の
歴
史
や
想
い
を
引
き

出
し
合
っ
た
。
自
ら
を
内
省
す
る
機
会
を

つ
く
り
、
使
命
や
志
を
明
ら
か
に
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
❶

意
志
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
創
り
、

こ
れ
か
ら
の
シ
ナ
リ
オ
を
描
く

具体的な
プログラムの

内容

図3「次世代経営者育成プログラム」全体像

実践研修（日々の現場業務） 集合研修（数日間ごとの集中学習）

オリエンテーション資料

関連知識学習 探究プロセス

ス
テ
ッ
プ
❶

ス
テ
ッ
プ
❷

ス
テ
ッ
プ
❸

ス
テ
ッ
プ
❹

❶プレワーク
・ 財務諸表の準備
・ 事前アンケート
・ 経営課題の整理

❷第１回：意志とビジョンの
 創造（３日）

【初日】
・ 有識者の講義＆
 質疑応答

【２日目】
・ 自己の想いとありたい姿
 の探究

【３日目】
・ 旅館・ホテルの核となる
　強みとビジョンの探究
・ 第２回に向けての準備

❹第２回：経営革新に
 向けた相互検討（３日）

【初日】
・ 実践レビュー
・ 「経営方針」の検討

【２～３日目】
・ 財務についての講義
・ 「経営方針」の検討
・ 相互探究セッション
・ 財務クリニック
・ 推進プランの作成

❻第３回：経営計画の創造
 （３日）

【初日】
・ 実践レビュー
・ 実践学習

【2日目】
・ 有識者の講演＆質疑応答
・ 相互探究セッション
・ 経営計画の創造

【３日目】
・ シナリオプランニング・
 推進プランの作成

❽第４回：最終成果発表会
 （２日）

【初日】
・ 参加者同士の成果発表
・ チームとしてのビジョン
 創造

【2日目】
・ 成果発表
・ マルチステーク
 ホルダーとの対話会

□ホスピタリティ・
　マネジメント
□財務　
□人事・組織
□リーダーシップ　
□イノベーション
□旅行業界の
 トレンド

□財務
□組織変革
□マーケティング

①視野の広がり
②自己の「想い」
③自己の
 「ありたい姿」
④旅館・ホテルの
　核となる強み
⑤旅館・ホテルの
　ビジョン

⑥旅館・ホテルの
　ビジョンを具現
　化する 「経営方針」

１
カ
月
程
度

１
カ
月
程
度

１
カ
月
程
度

１
カ
月
程
度

旅
館
・
組
織
の
変
容

自
己
の
変
容

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
地
域
の
変
容

実践の継続

⑦ビジョン実現に
 向けたシナリオ
 「経営計画」

⑧成果発表会

□経営計画の
 立て方
□金融機関から
 見た旅館経営
□収益力強化方法

参
加
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹃
実
践
の
共
同
体
﹄

❸実践その１
・ フォローシートと
 振返りシートの作成
・ 推進プラン実践

実践

❼実践その３
・ フォローシートと
　振返りシートの作成
・ 推進プラン実践
・ 事業計画策定
・ 最終成果発表会に向けた
 準備

実践

❺実践その２
・ フォローシートと
 振返りシートの作成
・ 推進プラン実践
・ 実践学習プランニング
・ 公認会計士・
 税理士との相互検討

実践

実践 探究

探究

共有

探究

共有

共有

「ペアインタビュー」は、これからの半年間
を共にする仲間たちを知る第一歩としても、
とても役立った。

探究
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◎
旅
館
・
ホ
テ
ル
の

　
「
核
と
な
る
強
み
」の
探
究

　

自
分
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
「
核
と
な
る

強
み
」
と
は
何
か
を
、
チ
ー
ム
で
話
し
合

っ
て
探
究
し
、
仮
説
を
絵
で
表
現
し
た
。

◎
旅
館
・
ホ
テ
ル
経
営
を
科
学
す
る

　

旅
館
経
営
の
大
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
講
師

が
、
自
身
の
財
務
諸
表
を
見
せ
な
が
ら
、

具
体
的
に
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
。

◎
シ
ナ
リ
オ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

　

成
功
要
因
・
阻
害
要
因
を
想
像
し
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
各
自
の
現
場
で
変
革
を
ど

の
よ
う
に
推
進
す
る
か
、
そ
の
シ
ナ
リ
オ

を
描
き
、
現
場
で
実
践
に
移
し
た
。

　

次
に
、
ス
テ
ッ
プ
①
で
明
確
に
し
た
旅

館
・
ホ
テ
ル
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
具
現
化
す
る

「
経
営
方
針
」
を
検
討
し
、
そ
の
実
現
に
不

可
欠
な
「
財
務
ク
リ
ニ
ッ
ク
」「
財
務
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
実
施
。
ま
た
、
相
互

探
究
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
ピ
ア
ツ
ー
ピ
ア
コ
ー

チ
ン
グ
で
刺
激
し
合
い
、
励
ま
し
合
い
な

が
ら
実
践
研
修
に
邁
進
し
た
。

◎
経
営
方
針
の
検
討

　

経
営
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
方

針
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
実
現
の
イ

メ
ー
ジ
や
プ
ロ
セ
ス
を
具
体
化
し
た
。

◎
財
務
ク
リ
ニ
ッ
ク
と

　

財
務
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
作
成

　

会
計
士
・
税
理
士
と
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
、

自
身
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
財
務
状
況
を
見

な
が
ら
、
借
入
金
・
人
件
費
・
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
３
点
を
中
心
に
実
践
的
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
る
「
財
務
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
実
施
。

そ
れ
を
受
け
て
、
受
講
者
は
各
自
専
属
の

会
計
士
・
税
理
士
と
相
談
し
、
現
実
的
な

財
務
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
た
。

　

ス
テ
ッ
プ
③
で
は
い
よ
い
よ
具
体
的
な

経
営
計
画
を
作
成
。ま
た
、締
め
と
し
て「
最

終
成
果
発
表
会
」
を
実
施
し
た
。

◎
経
営
計
画
書
の
作
成

　

必
要
な
知
識（
科
学
的
な
生
産
性
向
上
・

収
益
力
強
化
の
方
法
、
金
融
機
関
の
視
点
、

経
営
計
画
書
の
つ
く
り
方
）
を
学
ん
だ
後
、

チ
ー
ム
で
相
互
探
究
し
、「
魂
の
入
っ
た
」

経
営
計
画
書
を
各
自
作
成
し
た
。

◎
半
年
間
の
成
果
を
全
員
に
発
表

　

ス
タ
ー
ト
以
来
半
年
間
の
実
践
研
修
で

の
成
果
を
、
一
人
ひ
と
り
が
全
員
の
前
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。

◎
16
人
の
共
有
ビ
ジ
ョ
ン
を
探
究

　

全
員
の
発
表
を
受
け
、
16
人
が
共
有
で

き
る
ビ
ジ
ョ
ン
は
何
か
を
話
し
合
っ
た
。

ま
た
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
が
抱
え
る
共
通
の

問
題
や
目
指
す
べ
き
未
来
を
語
り
合
っ
た
。

 

「
旅
館
と
地
域
の
明
日
を
創
る
フ
リ
ー
ト

ー
キ
ン
グ
」
と
題
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

各
自
の
さ
ら
な
る
探
究
を
促
し
た
。

◎
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

　

フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
行
政
・
旅
館
・
商
店
・

観
光
協
会
な
ど
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
の
前
で
、
改
め
て
全
員
が
成
果
を
発
表
。

そ
の
後
、
少
人
数
チ
ー
ム
で
「
旅
館
・
ホ

テ
ル
と
地
域
の
未
来
」
を
対
話
。
旅
館
・

ホ
テ
ル
経
営
か
ら
地
域
全
体
の
改
善
へ
と

視
点
を
広
げ
る
契
機
を
用
意
す
る
と
と
も

に
、
地
域
へ
の
波
及
効
果
を
狙
っ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❷

経
営
方
針
と
財
務
を
検
討
し
、

相
互
に
探
究
を
深
め
る

ス
テ
ッ
プ
❹

旅
館
・
ホ
テ
ル
と
地
域
の
未
来
を

多
く
の
人
と
共
に
探
究
す
る

ス
テ
ッ
プ
❸

経
営
計
画
書
を
作
成
・
実
践
し
、

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
発
表
す
る

「フリートーキング」では、受講生と山形県
の行政・旅館・商店・観光協会の方々が真
剣に語り合った。

フォローシートと振返りシート
集合研修の1週間後に「フォローシー
ト」を送付し、学びを反芻してもらった。
また、次の集合研修の1週間前には 

「振返りシート」を送り、全員が現場
での成果を振り返りながら次の研修
へと臨んでもらうようにした。

Poin t　1

日常の実践成果と学びの共有
第２回、第３回の集合研修の１日目に
は、受講生一人ひとりが「実践研修
の成果発表」をする場を設けた。発
表後は、他の受講生たちが感想や応
援の言葉を書いたポストイットを発表
者の体に貼り、相互コミュニケーショ
ンを深めた。

Poin t　2

探究意欲を促進する仕掛け
「相互探究セッション」
第２回、第３回の集合研修では探究
テーマをいくつか決め、そのテーマで
話したいメンバーが集まり、専門家も
交えて探究を進める「相互探究セッ
ション」を実施。自己探究と対話ス
キルを磨いた。

「ピアツーピアコーチング」で
互いを励まし合う
フェイスブックなどを利用して、実践
研修の間にも数名の小チームで相
談・支援・励まし・現状報告などを行
う「ピアツーピアコーチング」の場を
設けた。一体感をさらに高めながら、
刺激を受け合った。

Poin t　3

Poin t　4



28　December  2013

 

「
最
終
成
果
発
表
会
」
で
の
発
表
内
容
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

は
、
受
講
者
自
身
の
変
化
は
も
ち
ろ
ん
、

ス
タ
ッ
フ
の
姿
勢
が
変
わ
り
始
め
て
い
る

と
こ
ろ
も
多
く
、「
売
上
が
上
昇
し
て
い
る
」

「
口
コ
ミ
点
数
が
上
が
っ
た
」「
社
内
の
協

力
体
制
が
強
く
な
っ
て
き
た
」
な
ど
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
る
間
に
目
に
見
え
て
経

営
が
改
善
さ
れ
て
き
た
旅
館
・
ホ
テ
ル
も

あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　

こ
れ
は
、「
現
場
で
の
実
践
」
を
重
視
し

て
き
た
成
果
で
あ
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う

し
、
具
体
的
な
財
務
の
改
善
策
・
経
営
計

画
書
の
作
成
な
ど
が
効
果
を
上
げ
た
部
分

も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
個
人
・
組

織
で
の
探
究
」
が
利
い
て
い
る
可
能
性
も

大
き
い
だ
ろ
う
。

　

以
下
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
時
で
の
変
化

に
つ
い
て
、
各
自
の
発
表
内
容
や
ア
ン
ケ

ー
ト
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

今後は地方自治体や大学主催のプログラムとして、
多くの地域に広め、根づかせていきたい

プログラムを経て、16名は、今も支え
合い、切磋琢磨する同志になった。

6
カ
月
の
間
に
、
実
践
研
修
と
し
て
各
旅
館
で
そ
れ
ぞ
れ
に
改
革
を
進
め
た
結
果
、

第
1
回
次
世
代
経
営
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
時
に
は
、

す
で
に
多
く
の
旅
館
で
何
ら
か
の
効
果
が
出
て
い
た
。
終
了
時
の
彼
ら
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
時
に
は
、

す
で
に
様
々
な
効
果
が
現
れ
て
い
た

受講者の声

地域を変える
「次世代経営者」に

なる方法

最
終
発
表
や
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

改
め
て
わ
か
っ
た
重
要
点

　

私
も
含
め
、
現
在
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
経
営

に
携
わ
る
者
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
後
継
者
」

で
す
。
後
継
者
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
決
ま
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
最
初
は
自
ら
創
り
上
げ
て

い
く
「
創
業
魂
」
が
ど
う
し
て
も
欠
け
て
い

ま
す
。
後
継
者
は
、ど
こ
か
で
創
業
魂
を
得
て
、

は
じ
め
て
先
人
た
ち
の
想
い
や
歴
史
に
応
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
私
は
考
え

て
い
ま
す
。

 

「
次
世
代
経
営
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、

ま
さ
に
後
継
者
に
と
っ
て
必
要
な
創
業
魂
を

養
え
る
画
期
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
る
前
の
私
は
、
出
張

が
多
く
社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
希
薄

に
な
っ
て
お
り
、
社
員
に
遠
慮
を
し
て
い
る

部
分
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
せ
い
か
、
ネ
ッ

ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
口
コ
ミ
点
数
も
悪
化
。

こ
の
よ
う
な
問
題
に
悩
み
な
が
ら
、
ど
う
し

た
ら
い
い
か
わ
か
ら
ず
に
い
ま
し
た
。

　

６
カ
月
後
の
今
、
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ

て
い
ま
す
。
自
ら
シ
ナ
リ
オ
を
書
き
続
け
る

こ
と
で
や
る
べ
き
こ
と
が
明
確
に
な

り
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
自
信
が
出
て

き
ま
し
た
。
社
員
に
対
し
て
確
固
た

る
意
志
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
愛
情

を
も
っ
て
本
音
で
接
す
る
こ
と
を
心

が
け
た
と
こ
ろ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
潤
滑
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
全
員
参
加
型
の
組
織
構
造
に
変
え
、

活
力
朝
礼
な
ど
の
施
策
も
実
施
。
財
務
面
で

の
見
直
し
も
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

　

結
果
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
前
に
3
・
7
ま
で
下

が
っ
た
口
コ
ミ
点
数
は
、
最
高
4
・
7
ま
で

上
昇
し
収
益
構
造
も
改
善
。
幹
部
を
中
心
と

し
た
社
員
の
意
識
改
革
も
着
実
に
進
む
な
ど
、

狙
っ
た
効
果
が
確
実
に
出
て
き
て
お
り
、
経

営
者
が
変
わ
れ
ば
、
経
営
は
短
期
間
に
変
え

ら
れ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
私
が
変
化
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
同
期
の
仲
間
た
ち
の
頑
張
り
か
ら
強
く

影
響
を
受
け
、
彼
ら
の
経
営
努
力
か
ら
多
く

を
学
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
創
っ
た
経
営
計
画
を
基
に
さ
ら
な
る

行
動
・
改
革
を
次
々
に
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、

経
営
者
の
登
竜
門
と
し
て
後
輩
や
自
分
の
子

ど
も
に
も
受
け
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

業
界
の
未
来
の
た
め
に
も
、
第
2
回
以
降
も

積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

後
継
者
に
と
っ
て
必
要
な

「
創
業
魂
」を
養
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す

受
講
生
の
声

横山公大さん
全国旅館生活衛生同業組合連合会　
青年部  前部長　
土佐御苑　専務取締役
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考察

　本プログラムの最大の特徴は、参
加者を「受身的な学習者」ではなく、
主体性・創造性を持った「自ら変化を
生み出せる存在」と捉え、一人ひとり
が最大限に価値を発揮できる学習機
会を提供している点だ。都市に集まり
がちな学びの新しいスタイルを全国に
届け、全国の可能性の種が花開いて
欲しいという願いもあり、1年目の成功
の要素を絞り、2年目は仕組化・マニ
ュアル化を進めている。
　1年目の検証による気づき。それは、
プログラムの構造が良くても、この構
造だけ真似ても成功しないということ。
最も大切な裏の鍵は「情熱の圧力鍋
状態」を創ること。関わる人たちが情
熱を持って場を創る。情熱の圧力鍋
状態により、受講生の潜在的な情熱
が短時間で沸いていく。2年目以降、

“仕組化”により失われがちな「本気・
情熱」を保つために導入したのが「卒
業生のサポートチーム」と「関係者の
チーム化」。2年目の今、情熱を持っ
た卒業生が共に学び続ける姿勢に、
受講生は多くの刺激を受け、初回から
深い本音と気づきの場が生まれてい
る。また、観光庁・大学・自治体・事
務局等、関係者が「チーム」となる運
営体制を創り、相互支援しながら、ス
ピード感を持って進められている。
　後継者は、なりたくてもなれない生
まれ持った「運命」。この運命をなんと
なく、ではなく「自覚的に引き受けるか
どうか」で本人の、組織の、地域の、
業界の未来は変わっていく。地域は
脈 と々続く事業者が多い。このプログ
ラムが全国で自主開催され、未来を
力強く創る変革リーダー＆事業者のネ
ットワークが更に溢れることを目指し、
支援し続けたい。

「情熱の圧力鍋」を
つくり、継続するには

じゃらんリサーチセンター
研究員

三田 愛
人材育成、地域力開発
を専門とし、地域変革
支援を研究。米国CTI
認定プロフェッショナ
ル・コーチ

　今回紹介した第１回に続き、次世代経営者育
成プログラムは、現在第２回を実施中である。今
回は山形大学に加えて、山口大学でも開催してお
り、合わせて32名の経営者・後継者が自らの旅館・
ホテル、周辺地域を変えるために奮闘している。
なお、これから第２回のエンディングイベント「成
果発表会＋ダイアログセッション」を開催する予
定。現在の受講生たちと直接話せる機会もある
ので、興味・関心をお持ちの方はぜひご参加を（詳
細は巻末の「ＪＲＣ研究室」を参照）。
　今後、「次世代経営者育成プログラム」は、地
方自治体や大学、業界団体などの組織が主催す

るプログラムとして一層の仕組み化を図っていく。
プログラム内容をすべてマニュアルに落とし込み、
想いのある方なら誰でも実行可能なカリキュラムを
用意する。入手希望の方はぜひＪＲＣにご連絡を。
　ただし、プログラム未経験の方 だ々けで行うと、
やはり成果にばらつきが出てしまうと考えられる。
そこで、その際は個別に相談の上、よりよい学習
環境を作り、より成果を高めるために、「サポート
チーム」として第1回・第２回の卒業生による支援
体制を用意したいと考えている。
　このプログラムを、数多くの地域の皆様に使っ
ていただけたら嬉しい限りである。

今後は地方自治体や大学主催のプログラムとして、
多くの地域に広め、根づかせていきたい

旅
館
が
地
域
と
共
に
あ
る
こ
と
を
知
る

　

今
回
、
旅
館
の
未
来
が
地
域
と
共
に
あ
る

こ
と
を
学
ん
だ
こ
と
が
大
き
か
っ
た
で
す
。

地
域
の
将
来
、
社
員
た
ち
の
将
来
も
よ
く
考

え
た
上
で
、
旅
館
の
将
来
の
姿
を
描
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

有
馬
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

　

取
締
役
部
長　

岩
田
一
紀

財
務
状
況
の
悪
さ
を
再
確
認

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
学
び

が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
も
大
き
か
っ
た
の
は

財
務
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
状
況
の
悪
さ
を
再
確
認

し
た
こ
と
。現
在
は
、経
営
改
善
に
向
け
ス
タ

ッ
フ
全
員
で
協
働
し
て
い
ま
す
。

亀
山
温
泉
ホ
テ
ル

 

若
旦
那　

鴇
田
英
将

従
業
員
と
共
に
実
践
す
る
経
営
者
へ

　

今
後
は
、
理
念
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
皆
で
共
有
し
、

実
践
す
る
会
社
を
目
指
し
ま
す
。
従
業
員
さ

ん
が
困
っ
た
時
に
彼
ら
を
守
る
た
め
に
も
、

適
正
利
益
を
出
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

太
良
獄
温
泉
ホ
テ
ル 

蟹
御
殿 

代
表
取
締
役　

荒
川
信
康

経
営
者
元
年
、
家
業
を
事
業
へ

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
時
は
経
営
者
の
ス
タ
ー

ト
地
点
に
も
立
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

が
私
の
経
営
者
元
年
。
家
業
を
事
業
へ
変
え

て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
全
員
が
お
客
様
の
立

場
で
考
え
る
環
境
づ
く
り
か
ら
。

松
泉
閣
花
月　

若
女
将　

富
井
智
子

仲
間
と
の
出
会
い
が
最
大
の
財
産

　

旅
館
経
営
や
ま
ち
づ
く
り
に
熱
意
を
持
っ

て
向
か
う
仲
間
た
ち
と
膝
を
詰
め
て
語
り
合

い
、
学
べ
た
こ
と
が
大
き
な
刺
激
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
出
会
い
が
、
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
得
た
最
大
の
財
産
で
す
。

月
の
栖 

熱
海
聚
楽
ホ
テ
ル 

代
表
取
締
役
社
長　

森
田
金
清

社
内
面
談
や
社
内
研
修
を
始
め
ま
し
た

　

社
内
面
談
を
ス
タ
ー
ト
し
、
社
内
研
修
を

実
施
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
改
善
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
確
実
に
組
織

が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

あ
ぶ
ら
や
燈
千 

支
配
人　

湯
本
孝
之

経
営
計
画
書
を
初
め
て
作
成
し
ま
し
た

　

今
ま
で
は
数
値
目
標
し
か
な
か
っ
た
の
で

す
が
、今
回
、
経
営
計
画
書
を
初
め
て
作
成
。

経
営
ビ
ジ
ョ
ン
・
自
社
の
強
み
な
ど
を
ス
タ
ッ

フ
と
共
有
し
、
彼
ら
が
働
く
上
で
の
指
標
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ほ
ほ
え
み
の
宿 

滝
の
湯 

専
務
取
締
役　

山
口
敦
史

他
の
受
講
生
の
声

※次世代経営者育成プログラムは、映像でもご紹介しています。映像ならではの臨場感をぜひ味わってください。
　http://jrc.jalan.net/henkaku.html


